
 

 

脳という臓器  

 依存症と聞いて、あなたはどんなことを思い浮かべるでしょうか。カウンセラ

ーのところには毎日様々な「もの」や「こと」に依存されている人がいらっしゃ

います。 

 

飲んではいけないのに、どうしてもお酒が止められないアルコール依存。合

法であれ、非合法であれ、薬物に依存される人が増えているように思います。 

お酒を飲まないと学校や会社に行かれない人にも時々お会いしますが、ご家族

や周囲の人に気づかれていないことも多いです。 

 

とある市販薬の過剰摂取で、いわゆる「ラリッた」状態を求める人達が、お

互いにネット上で情報交換をしていたり、医師の診断でしか処方できない薬で

あっても「どこの病院でどんなふうに言えばどんな薬がもらえるか」といった

やり取りがされていることもあります。SNS の普及が『依存』の入り口を増や

しているようにも思えてきます。 

 

このように「もの」に依存される人たちもあれば、行為や体験を通したプロ

セスへの依存もあります。返せない額の借金をしても、なお、賭け事にお金を

使ってしまうギャンブル依存や、着もしない服や、使いもしない鞄などを買い

まくり、袋や箱から出さないまま部屋に積み上げている買い物依存の人。万引

きなどの窃盗を繰り返してしまう人たちの中には、盗ったものが必要なのでは

なく、その行為自体が目的という人もあり、クレプトマニアと呼ばれる窃盗行

為への依存です。この人たちは、払えるお金を持っているのに盗んでしまうと

か、盗んでからばれないように商品をお店に戻すというケースもあります。こ

れらは、そのプロセス、つまり「こと」に依存されています。「もの」や「こ

と」のほかに他者との関係性に重きが置かれる依存もあります。恋愛相手につ

きまとう、いわゆるストーカー行為は相手との「つながり」に依存されていま

す。DV も、加害者が被害者との「つながり」に依存することで起こります。 

 

この「つながり」への依存は、我々カウンセラーを含む『対人援助職』に就

く人間は気をつけなくてはなりません。援助という関係性は、自立を目指す過

程で一時的に依存関係を経ることになります。誰かに必要とされることを強く

求めてしまう人間は、誰かを支援していることで快を得てしまい、その関係に

依存します。支えてほしい人と、支えてあげたい人とが、互いに依存しあう状

態を共依存といいます。被災地支援をされていた看護師さんが、支援活動にの

めり込み過ぎて、支援期間が終わっても、現地の人たちのことが気になってし

まい、帰って来られなくなったケースや、虐待されている子どもが可哀そうだ

からと職務外でもかかわってしまわれる支援員さんなどもあります。「もの」

への執着がどの程度であれば健全で、どこからが『依存』なのか。どこまでし

てしまう「こと」が『依存』なのか。どんな「つながり」かたをしたら『依

存』しているのか。これらは、生活が破綻していないか、人間関係が崩壊して

いないか、心身の健康を害していないかなどの点から判断されるものですが、

そうであったとしても止められないのが『依存症』です。 

 



 

 

何かに依存して止められないことを、人によっては「こころの弱さ」として

扱われたり、しつけや育った環境などの問題とされることがありますが、厚労

省などは『依存症』を治療対象として様々な対策を講じています。 

依存症のメカニズムは脳の報酬系と呼ばれる仕組みで説明されています。して

はいけないとわかっていても、それをすることで脳内でドーパミンなどの快楽

物質が分泌されるため、止められなくなってしまいます。激しい運動を続けて

いる人が、苦しさだけではなく、脳内に快楽物質が流れて気持ちがよいから続

けていられるように、報酬系の働き自体が悪いわけではありませんが、私たち

は自分の意志だけではなく、脳の働きによって支配されていることは否めませ

ん。ネット依存、スマホ依存、ゲーム依存など、近年では頻繁に耳にする『依

存』ですが、これらのツールは「もの」であり、同時になにかのプロセスを体

験できる「こと」でもあり、オンラン上で誰かとの「つながり」が存在しても

いて、現在の『依存』も複雑になってきているように感じます。 

 

この『依存』という概念の難しくも重要なところは、お互いに相手の都合や

状態などをどこまでわかりあえるかというところです。 飲み会などで上司や

先輩からお酒を勧められる場で、アルコール依存の人にとっては絶対に断らな

くてなりませんが、その場のムードや、親しまれた文化の中で、主張しづらか

ったり、相手の理解を得づらいこともあります。私たちにとっては、それくら

い我慢すればいいのにと感じることでも、脳の状態が『依存』モードに入って

いる人にとっては意志ではコントロールができなくなっています。 

 

カウンセリングで出会う依存症の方々は、そのような脳の状態であること、

またそうなった過程には、とても孤独な環境があったり、性格傾向も影響しま

すし、何かの被害に合われていたということもわかってきたりもします。 

万引きが止められない人の中には、依存症ではなく、前頭側頭型認知症の方も

あります。物忘れも特になく、妄想的でもないタイプの認知症なので、なかな

か気づかれにくいのですが、抑制が効きにくくなったり、社会性が低下してし

まうため、買い物に行った際にほしいものをそのまま持って帰ってしまいま

す。「ほしいと思った」ことと「持ち帰った」の間に「代金を支払った」とい

う行為が飛ばされてしまうのです。ご本人には支払うという社会性はぼんやり

していますが、手に取ったことと持ち帰った記憶はしっかりあるので、店員か

ら咎められたときにしどろもどろになってしまいます。その態度がごまかそう

としているようにみられて逮捕されるケースもあるようです。 

 

認知症も、依存症も、脳という臓器の誤作動や機能低下により、自分の意志

に反して『よくない行動』をとってしまうものですが、自分の意志で『よくな

い行動』をとる人も世の中にはいらっしゃるため、ややこしいですね。 

いや、もしかしたら、『よくない行動』をとっている人はすべて脳の状態のせ

いで、その人の意志ではないのかと考えると、さらにややこしいことになりま

す。いずれにしても、自分でも理解できない行動をとってしまったり、または

理解できない行動をとる人に出会ったとき、意志に反した脳の状態があるとい

うことを思い出してみてください。  
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